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ログイン確認

ブラウザで下記のURL（インストール時に「サーバーの設定」で指定したドメイン）にアクセスしログイ
ンを確認します。

https://pwm.localdomain.jp/

* ユーザーID: pwm
* パスワード: pwm

※ドメインをDNSに登録していない場合は接続エラーになります。
hostsファイルにIPアドレスとドメインの組み合わせを追加してください。

IPアドレスを確認します。

# ip a

hostsファイルを編集します。

Linux：

# vi /etc/hosts
---
[IP ADDRESS] pwm.localdomain.jp
---

Windows：

> notepad C:¥Windows¥System32¥drivers¥etc¥hosts
---
[IP ADDRESS] pwm.localdomain.jp
---

ログイン後は画面左上のプルダウンメニューをクリックし、「メール」メニューが表示されていればイン
ストール完了です。
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メールサーバー疎通確認

セットアップマニュアルに従ってメールアカウントをユーザーに登録し、メールの送受信が正常に行えるか
確認してください。
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事前準備-メールサーバーにメールアカウントを作成

Joruri Mail 2022はWebサーバー上で動作するメールクライアントシステムです。
Joruri Mail 2022で利用するメールアサーバーのメールアカウントは、ユーザーのセットアップ前に作
成してください。
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ロールを設定する

Joruri Mail 2022はベースソフトウェアとなるJoruri PWMの上に、メールクライアントのアプリケー
ションを追加して稼働しています。
Joruri PWMではグループ・ユーザーにロールを設定し、ユーザーごとにアクセスするアプリケーション
を制御することができます。グループ・ユーザー情報を登録する前にロールの設定を行います。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。

3. 「ロール」メニューに遷移し、「共通ロール」をの行をクリックして詳細画面を開きます。

4. 共通ユーザー（管理者以外の一般ユーザー）にアクセスを許可するアプリケーションを選択して保存し
ます。共通ユーザー以外のロールを作成したい時は「作成」から新規ロールを登録してください。

行にロールオーバーすると
ピンク色にハイライト表示さ
れるので、クリックして詳細
画面を開きます。

共通ロール以外のロールは
「作成」から登録します。

アクセスを許可するアプリ
ケーションを選択します。
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PWMに組織情報を登録する-個別登録

Joruri PWMに各ユーザーが所属する組織の情報を登録します。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。

3. 「グループ」メニューに遷移し、「作成」をクリックして新規作成画面を開きます。

4. 第2階層以下のグループの場合は、左ツリーから上位グループを選択します。

5. 必要な情報を入力して保存します。

営業部配下のグループを作
成したい時は、左ツリーの営
業部をクリック

階層１が営業部になってい
ることを確認
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事前に複数グループ登録CSVファイルを作成して組織情報を一括登録することもできます。
CSVの形式、項目等は別添の資料を参考にしてください。

1. システム管理者でPWMユーザーにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。

3. 「グループ＞インポート」をクリックしてCSVインポート画面を開きます。

4. グループ登録CSVファイルをアップロードします。

5. アップロードしたCSVのデータ確認画面が表示されるので、内容を確認してインポートします。

PWMに組織情報を登録する-一括登録
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社員名簿に組織情報を登録する-個別登録

社員名簿に各社員が所属する組織の情報を登録します。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「社員名簿」アプリケーションを選択します。

3. 「組織」メニューに遷移し、「作成」をクリックして新規作成画面を開きます。

4. 第2階層以下のグループの場合は、左ツリーから上位グループを選択します。

5. 必要な情報を入力して保存します。

営業部配下のグループを作
成したい時は、左ツリーの営
業部をクリック

階層１が営業部になってい
ることを確認

ユーザーグループ連携で
PWMに登録済みのグループを
選択し、データ連携させる
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事前に複数グループ登録CSVファイルを作成して組織情報を一括登録することもできます。
CSVの形式、項目等は別添の資料を参考にしてください。

1. システム管理者でPWMユーザーにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「社員名簿」アプリケーションを選択します。

3. 「組織＞インポート」をクリックしてCSVインポート画面を開きます。

4. グループ登録CSVファイルをアップロードします。

5. アップロードしたCSVのデータ確認画面が表示されるので、内容を確認してインポートします。

社員名簿に組織情報を登録する-一括登録
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JoruriMail2022を利用するユーザーは、PWMにログインできるように、ユーザー一覧に登録します。
1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューから「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。

3. 「作成」をクリックして新規作成画面を開きます。

4. ユーザーを所属させるグループをプルダウンで選択します。ユーザーに割り当てるロールを選択しま
す。

5. 必要な情報を入力して保存します。

ユーザーを個別に登録する - ユーザー登録
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組織アドレス帳を利用する場合は、登録したユーザーの情報を社員名簿に紐づける必要があります。
以下の手順でユーザーを社員名簿に登録します。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューから「社員名簿」アプリケーションを選択します。

3. 「作成」をクリックして新規作成画面を開きます。

4. 「ユーザー連携」プルダウンで先程登録したユーザーを選択します。

5. 必要な情報を入力して保存します。

社員名簿登録
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メールサーバーアカウントへの紐づけはPWMに作成したユーザーのアカウントで登録を実施します。

1. 今までの手順でPWMに新規登録したユーザーでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューから「メール」アプリケーションを選択します。

3. 「設定」をクリックして新規作成画面を開きます。

4. 左ツリーで「サーバー」をクリックしてサーバー設定画面を開き、メールサーバーのアカウント情報を登
録します。

メールアカウント登録
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ログイン直後にメールの画面を開くようにするために、初期起動アプリケーションの設定を行います。

1. 今までの手順でPWMに新規登録したユーザーでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューから「個人環境設定」アプリケーションを選択します。

3. 「設定」をクリックしてメールの個人設定画面を開き、「起動」の横にある[編集]リンクをクリックします。

4. 「起動アプリケーション」プルダウンでメールを選択して保存します。

起動アプリケーション登録
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事前に複数ユーザー登録CSVファイルを作成してユーザーを一括登録します。
CSVの形式、項目等は別添の資料を参考にしてください。

1. システム管理者でPWMユーザーにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。

3. 「インポート」をクリックしてCSVインポート画面を開きます。

4. ユーザー登録CSVファイルをアップロードします。

5. アップロードしたCSVのデータ確認画面が表示されるので、内容を確認してインポートします。

複数のユーザーを一括登録する-ユーザー登録
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事前に複数社員登録CSVファイルを作成してユーザーを一括登録します。
CSVの形式、項目等は別添の資料を参考にしてください。

1. システム管理者でPWMユーザーにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「社員名簿」アプリケーションを選択します。

3. 「インポート」をクリックしてCSVインポート画面を開きます。

4. 社員登録CSVファイルをアップロードします。

5. アップロードしたCSVのデータ確認画面が表示されるので、内容を確認してインポートします。

社員名簿一括登録
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事前にメールアカウント登録CSVファイルを作成してユーザーとメールアカウントの紐づけを一括で行い
ます。
CSVの形式、項目等は別添の資料を参考にしてください。

1. システム管理者でPWMユーザーにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「メール」アプリケーションを選択します。

3. 「システム＞アカウント＞インポート」をクリックしてCSVインポート画面を開きます。

4. メールアカウント登録CSVファイルをアップロードします。

5. アップロードしたCSVのデータ確認画面が表示されるので、内容を確認してインポートします。

メールアカウント登録
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システム管理者はユーザーが個々に設定する「個人環境設定」の設定値を一括で指定することができます。
ユーザーがログイン直後に自動的にメールの画面を開くように指定します。

1. システム管理者でPWMユーザーにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。

3. 画面上部のグローバルメニューの「設定＞ユーザー設定」をクリックして設定画面に遷移します。

4. 「編集」リンクをクリックして編集画面を開きます。

5. プルダウンから「メール」を選択して登録します。

起動時アプリケーション設定
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